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■ はじめに 
近年，地球温暖化などの環境問題に対する取り組みと

して，パリ協定やモントリオール議定書キガリ改正におい
て地球温暖化の原因となる物質の削減が求められている．
そういった背景の中で，ルームエアコンや給湯器などに
ついて低GWP(地球温暖化係数)冷媒の開発や評価が行
われているが，業務用冷凍庫などの極低温機器の作動流
体として主に用いられているHFC系冷媒のR23はGWPが
CO2の14800倍と高く，将来的に代替物質が必要となって
くる． 
そこで，本研究ではGWPがR23より低く，沸点，三重点

が低いことから，極低温域での利用が期待される亜酸化
窒素(以下，N2O)に着目し，その熱力学性質を測定するこ
とを目的とする． 

 
■ 活動内容 
１．測定方法 
本研究では熱力学性質の中でも，機器の性能評価，設

計等に幅広く用いられるPVT性質の測定を，磁気浮上密
度計を用いて行った． 
実験装置の外観をFigure 1に示す．測定セル内に冷媒

を充填し，温度および圧力を制御，測定する．この際の密
度を電子天秤で測定する．温度はクライオスタット内のヒ
ータを加熱により制御を行い，圧力はサンプルボンベから
圧力コントローラを介して直接制御する．密度は以下の式
を用いて算出する． 
 
 
 
 
 
測定の結果をFigure 2に示す． 
 
２．蒸気圧測定 
気液の相変化を伴う冷凍サイクルに対象としたN2Oを実

装することを鑑みると，実際の作動温度である低温域での
蒸発，凝縮時の熱物性を正確に把握することが必要であ
る．そのため，蒸気圧の測定ならびにデータの蓄積が重
要である．国際基準で定められた蒸気圧の状態方程式に
おける許容不確かさは0.2 % 1)であり，この値を下回る信頼
性の高いデータが求められる． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1 Magnetic levitation densitometer 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Figure 2 PVT property of Nitrous oxide 
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